
施策

令和6年度
取組内容

●利用者への影響を抑えるため休館日を中心に改修工事を進め、令和７年３月に工事を完了しました。

重点事業以外の取組内容

令和6年度
主な取組内容

ー

取組工程
項 目

空調設備改修
工事

／供用開始

実績
令和6年度

工事
／供用開始

計画

｢市民の体力・スポーツに関する
調査｣等における数値

重点事業の取組内容
事業名 市体育館エントランスホール空調設備改修事業

事業内容
総合運動公園体育館を訪れる市民等に快適な環境を提供し、総合運動公園全体の利用促進と避難所としての機能強化を図るため、市体育館エ
ントランスホールの空調設備を改修します。

↗市有スポーツ施設（総合運動公
園や鈴川公園、武道館 等）の延

べ利用者数
週に１回以上運動やスポーツを

する人の割合 53.4%
(R3)

61.0% 64.1% 70%

7,800人市が主催する各種スポーツ競技
大会や教室、講習会の延べ参加

者数

スポーツ施設の利用者数
320,670人
(R3)

318,157人 329,829人

市主催スポーツ事業の参加者数
4,207人
(R3)

9,919人 9,029人

成果指標
成果指標名

現状値 Ｒ５
実績値

Ｒ６
実績値

Ｒ７
実績値

Ｒ８
実績値

Ｒ９
実績値

Ｒ９
目標値(方向性)指標の定義

施策推進の方向性

方向性 継続

総評・今後の施策
推進方針

 令和9年度以降の内容を踏まえ施設の修繕計画を随時見直し、予算の平準化を進めるとともに、スポーツ施設が継続して利用できるよう着
実に施設修繕を行っていきます。
 市民のニーズとしては、ウオーキングなど特に手軽に一人でも参加できる運動などを希望している方も多く、施設を利用しないスポーツ事
業の立案、提供を進めていきます。

評価の経過
令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

概ね順調 概ね順調

評価

進捗評価 概ね順調 評価の
判断理由

 前年度に引き続き、スポーツ事業の参加者数やスポーツ施設の利用者数がコロナ禍前の状況
までほぼ回復しており、施策全体が概ね順調に進捗していると判断します。

施策推進上の課題･
環境変化

 施設の老朽化により新たな修繕箇所が増え、一部の施設で利用ができなくなるなど対応が追いついていない状況が続いています。
 スポーツをする年齢構成や男女比など、競技種目による参加者の偏りなどが見受けられます。

施策構成事業
公園維持管理費 体力づくり推進事業費 スポーツ・レクリエーション活動推進事業費

学校体育施設開放事業費 総合体育大会開催費 大山登山マラソン大会開催費
体育施設維持管理費

施策の内容
多くの市民が健康で活力ある生活を送ることができるよう、ライフステージに応じた運動・スポーツに親しむ機会の提供や、それらを支える
人材の育成を推進します。
また、計画的な改修・維持管理により、スポーツ環境の確保を図るとともに、将来的なスポーツ施設の適正配置に向けた検討を進めます。

めざす姿 生涯を通じて運動やスポーツに親しむ環境が整い、多くの市民が心身ともに健やかな生活を送っています。

重点事業
市体育館エントランスホール空調設備改修事
業

令和7年度施策評価シート（評価対象年度：令和6年度）

基本政策
【分野】

誰もが生涯にわたり安心して健やかに暮らせ
るまちづくり

【福祉・保健分野】
10̲運動・スポーツ

所管部長
取りまとめ所属

健康づくり担当部長
スポーツ課
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